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(57)【要約】
【課題】熱源からの発熱量が大きくなる傾向にあっても
、液晶パネルにおけるパネル面内での熱勾配を是正して
、これにより良好な画像表示品質を確保する。
【解決手段】光を出射する光源と、前記光源からの光を
透過させる液晶パネル１３と、前記液晶パネル１３の前
面側を覆うトップシャーシ１４と、前記液晶パネル１３
の背面側に位置するバックシャーシと当該液晶パネル１
３との間に介在するミドルシャーシ１５とを有し、前記
液晶パネル１３の外周が前記トップシャーシ１４および
前記ミドルシャーシ１５に挟持されて構成される液晶モ
ジュールを備える液晶表示装置において、前記光源から
前記液晶パネル１３への熱伝導を絶つ断熱手段１６ａ，
１６ｂを備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を出射するバックライトユニットと、
　前記バックライトユニットを支持するバックシャーシと、
　前記バックライトユニットからの光を透過させる液晶パネルと、
　前記液晶パネルの前面側を覆うトップシャーシと、
　前記バックシャーシと前記液晶パネルとの間に介在するミドルシャーシとを有し、
　前記液晶パネルの外周を前記バックシャーシおよび前記トップシャーシが前記ミドルシ
ャーシを介して前後方向から挟持するように構成された液晶モジュールを備える液晶表示
装置において、
　前記バックライトユニットの光源から前記液晶パネルへの熱伝導を絶つ断熱手段を備え
る
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記断熱手段は、前記液晶パネルの隅部分と接しないように前記ミドルシャーシまたは
前記トップシャーシの少なくとも一方に設けられた非接触部からなる
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　光を出射するバックライトユニットと、
　前記バックライトユニットを支持するバックシャーシと、
　前記バックライトユニットからの光を透過させる液晶パネルと、
　前記液晶パネルの前面側を覆うトップシャーシと、
　前記バックシャーシと前記液晶パネルとの間に介在するミドルシャーシとを有し、
　前記液晶パネルの外周を前記バックシャーシおよび前記トップシャーシが前記ミドルシ
ャーシを介して前後方向から挟持するように構成された液晶モジュールを備える液晶表示
装置において、
　前記バックライトユニットの電極位置近傍に冷却風を通過させる冷却風路が形成されて
いる
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　前記バックシャーシの背面側に凹形状部が形成されており、当該凹形状部が前記冷却風
路の一部を構成する
　ことを特徴とする請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記バックシャーシに冷却風導入口および冷却風排出口が形成されており、当該冷却風
導入口および当該冷却風排出口が前記冷却風路の一部を構成する
　ことを特徴とする請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記バックシャーシの前記冷却風路に面する部分がフィン状に形成されている
　ことを特徴とする請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記冷却風路内に冷却風の流れを生じさせるファンを備える
　ことを特徴とする請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　光を出射するバックライトユニットと、
　前記バックライトユニットを支持するバックシャーシと、
　前記バックライトユニットからの光を透過させる液晶パネルと、
　前記液晶パネルの前面側を覆うトップシャーシと、
　前記バックシャーシと前記液晶パネルとの間に介在するミドルシャーシとを有し、
　前記液晶パネルの外周を前記バックシャーシおよび前記トップシャーシが前記ミドルシ
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ャーシを介して前後方向から挟持するように構成された液晶モジュールを備える液晶表示
装置において、
　前記液晶パネルにおけるパネル面中央に対応するように発熱源が配置されている
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　前記発熱源として前記液晶パネルでの画像表示に必要な電気回路基板を用い、当該電気
回路基板が前記パネル面中央付近に集約して配置されている
　ことを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記発熱源として前記バックライトユニットを用い、当該バックライトユニットが前記
パネル面中央付近に集約して配置されている
　ことを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記発熱源として前記バックライトユニットを用い、当該バックライトユニットが赤外
光を出射するように構成されている
　ことを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記発熱源として前記液晶パネルが有する偏光板または当該液晶パネルとは別に設けら
れた偏光板のいずれか一方を用い、当該偏光板での非透過光の光エネルギーが熱エネルギ
ーに変換されるように構成されている
　ことを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライトユニットからの光を利用して画像表示を行う液晶モジュールを
備えた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、陰極線管（ＣＲＴ；Cathode Ray Tube）と比較して、大型表示画面化
、軽量化、薄型化、低電力消費化等を図れることから、例えば自発光型のＰＤＰ（Plasma
 Display Panel）等とともに、テレビジョン受像機や各種のディスプレイ装置等に用いら
れるようになっている。
【０００３】
　液晶表示装置としては、筐体と、その筐体の内部に組み込まれた液晶モジュールと、を
備えて構成されたものが知られている。液晶モジュールとは、液晶パネル、その背面側に
配されたバックライトユニット、これらを保持するシャーシ等を有してなるモジュールで
ある。
　このうち、液晶パネルは、２枚の透明基板の間に液晶が封入され、電圧を印加すること
により液晶分子の向きを変えて光透過率を変化させるように構成されたもので、その光透
過率の変化を利用して所定の画像等を光学的に表示するようになっている。ただし、液晶
パネルは、それ自体が発光体ではない。
　そのため、液晶パネルの背面側には、光源として機能するバックライトユニットが配さ
れているのである。このバックライトユニットは、液晶パネルに対して全面に亘って表示
光を供給するもので、例えば一次光源、導光板、反射板、レンズシートおよび拡散板等を
備えて構成されている。そして、一次光源としては、水銀やネオン等を蛍光管内に封入し
た冷陰極蛍光ランプ（ＣＣＦＬ；Cold Cathode Fluorescent Lamp）が用いられる。なお
、液晶表示装置に対しては輝度アップとともにコストダウンが要求されていることから、
一次光源としてＬＥＤ（Light Emitting Diode）やＥＥＦＬ（External Electrode Flour
escent Lamp）等を用いることも提案されているが、未だＣＣＦＬが主流を占めている。
【０００４】
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　ところで、このような液晶表示装置において、液晶パネルに大きな温度上昇が発生する
と、その液晶パネルの表示面では、中央部と周辺部（特に四隅部分）との間で大きな温度
差が生じ、その温度差によって液晶パネルに熱応力が発生して、その結果としてガラスの
複屈折性に起因するリタデーションをもたらすことが知られている（例えば、特許文献１
参照）。リタデーションは、暗表示の際に液晶パネルの光抜け（光漏れ）を発生させ、コ
ントラスト低下や表示ムラをもたらし、液晶パネルを透過させて描く表示画像の表示品質
を低下させるものである。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－７２２０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、液晶表示装置においては、ＣＣＦＬの発光効率を上げるためにガス圧の
低減や管電流の増加等が採用されつつあるが、管電流の増加に伴ってＣＣＦＬからの発熱
量も大きくなる傾向にある。また、画像信号のデジタル化でデータ量が多くなり、その処
理回路からの発熱量も大きくなる傾向にある。そして、このようにして発生した熱が液晶
パネルに伝わると、当該液晶パネルのパネル面内で熱勾配が発生する要因となる。このパ
ネル面内での熱勾配は、液晶パネルにリタデーションをもたらすこと、すなわち当該液晶
パネルを構成するガラスの屈折率を変化させ光抜けという現象を引き起こすことに繋がり
、例えばテレビジョン受像機として用いる場合に無視できない画質不良を招くおそれがあ
る。
【０００７】
　そこで、本発明は、熱源からの発熱量が大きくなる傾向にあっても、液晶パネルにおけ
るパネル面内での熱勾配を是正して、これにより良好な画像表示品質を確保することので
きる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記目的を達成するために案出された液晶表示装置である。すなわち、光を
出射するバックライトユニットと、前記バックライトユニットを支持するバックシャーシ
と、前記バックライトユニットからの光を透過させる液晶パネルと、前記液晶パネルの前
面側を覆うトップシャーシと、前記バックシャーシと前記液晶パネルとの間に介在するミ
ドルシャーシとを有し、前記液晶パネルの外周を前記バックシャーシおよび前記トップシ
ャーシが前記ミドルシャーシを介して前後方向から挟持するように構成された液晶モジュ
ールを備える液晶表示装置において、前記バックライトユニットの光源から前記液晶パネ
ルへの熱伝導を絶つ断熱手段を備えることを特徴とする。
【０００９】
　上記構成の液晶表示装置では、例えばバックライトユニットにおける熱源である光源か
らの発熱量が大きくなる傾向にあっても、当該光源から液晶パネルへの熱伝導が断熱手段
によって絶たれるので、液晶パネルのパネル面の中央部と周辺部（特に四隅部分）との間
で温度差が生じてしまうことがない。つまり、バックライトユニットと液晶パネルとの間
の断熱を介して、液晶パネルのパネル面内での熱勾配を是正し得るようになる。
【００１０】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、光を出射するバックライトユニットと、前記バッ
クライトユニットを支持するバックシャーシと、前記バックライトユニットからの光を透
過させる液晶パネルと、前記液晶パネルの前面側を覆うトップシャーシと、前記バックシ
ャーシと前記液晶パネルとの間に介在するミドルシャーシとを有し、前記液晶パネルの外
周を前記バックシャーシおよび前記トップシャーシが前記ミドルシャーシを介して前後方
向から挟持するように構成された液晶モジュールを備える液晶表示装置において、前記バ
ックライトユニットの電極位置近傍に冷却風を通過させる冷却風路が形成されていること
を特徴とする。
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【００１１】
　上記構成の液晶表示装置では、例えばバックライトユニットにおける熱源からの発熱量
が大きくなる傾向にあっても、バックライトユニットの電極位置近傍を冷却風が通過する
ので、その電極位置近傍、すなわち発熱の影響が大きいと考えられる箇所が冷やされるこ
とになる。これにより、バックライトユニットからの熱が液晶パネルに伝わってしまうの
を抑制し、当該液晶パネルのパネル面の中央部と周辺部（特に四隅部分）との間で温度差
が生じてしまうのを回避して、当該液晶パネルのパネル面内での熱勾配を是正し得るよう
になる。
【００１２】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、光を出射するバックライトユニットと、前記バッ
クライトユニットを支持するバックシャーシと、前記バックライトユニットからの光を透
過させる液晶パネルと、前記液晶パネルの前面側を覆うトップシャーシと、前記バックシ
ャーシと前記液晶パネルとの間に介在するミドルシャーシとを有し、前記液晶パネルの外
周を前記バックシャーシおよび前記トップシャーシが前記ミドルシャーシを介して前後方
向から挟持するように構成された液晶モジュールを備える液晶表示装置において、前記液
晶パネルにおけるパネル面中央に対応するように発熱源が配置されていることを特徴とす
る。
【００１３】
　上記構成の液晶表示装置では、液晶パネルが光を透過させて画像表示を行うことから、
その外周部分が支持される。そのため、発熱源からの熱は、バックシャーシやミドルシャ
ーシ等を通じて、液晶パネルの外周部分、すなわちパネル面の中央部ではなく周辺部（特
に四隅部分）に伝わることになる。ところが、発熱源は、液晶パネルにおけるパネル面中
央に対応するように配置されている。ここで、「パネル面中央に対応する」とは、例えば
発熱源がパネル面中央付近に集約して配置されている場合の如く、当該発熱源からの熱が
主にパネル面中央付近に直接伝わるように当該発熱源が配置されている状態のことをいう
。したがって、発熱源からの熱は、液晶パネルの外周部分のみならず、当該液晶パネルの
パネル面中央付近にも直接伝わることになり、これにより当該液晶パネルのパネル面内で
の熱勾配が是正されることになる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、液晶パネルにおけるパネル面内での熱勾配を是正することが可能であ
る。したがって、熱源からの発熱量が大きくなる傾向にあっても、液晶パネルでのリタデ
ーションを回避して光抜け等の画質異常に繋がる現象を防止でき、結果として液晶表示装
置における良好な画像表示品質、特にパネル面内の隅部分での良好な画像表示品質を確保
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面に基づき本発明に係る液晶表示装置について説明する。
【００１６】
　〔液晶表示装置の基本構成〕
　先ず、液晶表示装置の基本的な構成例を説明する。
【００１７】
　図１は、液晶表示装置の概略構成例を示す分解斜視図である。
　図例のように、液晶表示装置１は、矩形状の開口を有する前パネル２とその背面側を覆
う後パネル３とからなる筐体を備えており、その筐体がスタンド４によって支持されるよ
うに構成されている。そして、前パネル２と後パネル３とによって形成される筐体内部空
間には、バックライト光を利用して画像表示を行う液晶モジュール１０と、その画像表示
に必要となる電気回路部品を搭載した電気回路基板２０と、が組み込まれている。
【００１８】
　図２および図３は、液晶表示装置の筐体内に組み込まれる液晶モジュールの構成例を示
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す分解斜視図である。
　図例のように、液晶モジュール１０は、光を出射するバックライトユニット１１と、バ
ックライトユニット１１を支持するバックシャーシ１２と、バックライトユニット１１か
らの光を透過させる液晶パネル１３と、液晶パネル１３の前面側を覆うトップシャーシ１
４と、バックシャーシ１２と液晶パネル１３との間に介在するミドルシャーシ１５とを有
している。そして、液晶パネル１３の外周をバックシャーシ１２およびトップシャーシ１
４がミドルシャーシ１５を介して前後方向から挟持するように構成されている。
【００１９】
　このうち、液晶パネル１３は、２枚の透明基板と、それら透明基板の間に挟まれた液晶
層と、それら透明基板の内面に設けられた透明電極と、カラーフィルタと、偏光板と、を
含んで構成されている。さらに詳しくは、ガラス等で形成された２枚の透明基板を互いに
対向配置させ、その間隙に、液晶を封入した液晶層を設けて構成されている。そして、一
方の透明基板には、マトリクス状に配置された信号線、走査線、信号線と走査線の交点に
配置されたスイッチング素子（薄膜トランジスタ）、画素電極等が形成されている。スイ
ッチング素子は、走査線により順次選択されるとともに、信号線から供給される映像信号
を対応する画素電極に書き込むようになっている。また、他方の透明基板には、対向電極
、カラーフィルタが形成されている。カラーフィルタは、各画素に対応した複数のセグメ
ントに分割されており、例えば３原色である赤色、緑色、青色の３つのセグメントに分割
されている。さらに、これら２枚の透明基板は、２枚の偏光板で挟まれている。なお、こ
のような液晶パネル１３自体の構造には、公知技術の様々な構成が採用可能である。
【００２０】
　このような液晶パネル１３を挟持するバックシャーシ１２およびトップシャーシ１４は
、十分な剛性を確保するために、いずれも、金属材料によって形成されている。具体的に
は、例えば金属板状部材に板金加工を施して形成することが考えられる。
　また、ミドルシャーシ１５については、樹脂部材によって形成されているものとする。
【００２１】
　バックシャーシ１２に支持されるバックライトユニット１１は、液晶パネル１３の背面
側から光を出射して、液晶パネル１３の全面に亘って光を供給するものである。その照射
光を利用しつつ、画像表示用の駆動信号が走査線、信号線、対向電極に供給され液晶層の
液晶が駆動されることで、液晶パネル１３の画像表示面に画像が表示されることになる。
　このような照射光の出射をするために、バックライトユニット１１は、一次光源として
機能する複数本のＣＣＦＬ１１ａと、そのＣＣＦＬ１１ａの電極を保持するランプソケッ
ト１１ｂと、ＣＣＦＬ１１ａの背面側に配された反射板１１ｃと、ランプソケット１１ｂ
の配置部分を覆うサイドリフレクタ１１ｄと、ＣＣＦＬ１１ａの前面側を覆うように配さ
れる拡散板１１ｅおよび光学シート１１ｆと、を備えて構成されている。
　ＣＣＦＬ１１ａは、両側に電極が形成され、蛍光材料が塗布された管内に希ガスが封入
されてなるもので、電極に電流が流されるとフィラメントから熱電子が管内に放出され放
電が始まり、熱電子が管内の希ガス原子と衝突して励起され紫外線を放射し、この紫外線
が管壁に塗布されている蛍光材料により吸収されて白色光を外部に出射するようになって
いる。反射板１１ｃおよびサイドリフレクタ１１ｄは、ＣＣＦＬ１１ａからの照射光を拡
散板１１ｅに導くべく、高い反射率を有する材料で形成されている。拡散板１１ｅは、Ｃ
ＣＦＬ１１ａからの照射光と、反射板１１ｃおよびサイドリフレクタ１１ｄによる反射光
とについて、これらを拡散させて、液晶パネル１３に到達する光の均一化を図るもので、
そのために例えば半透明な材料で形成されている。光学シート１１ｆは、拡散板１１ｅか
らの光を液晶パネル１３に導くものである。なお、これらの各構成要素１１ａ～１１ｆに
ついては、公知技術を利用して実現すればよく、その形成材料、形状、形成数等が特に限
定されるものではない。例えば、ＣＣＦＬ１１ａに代わりＬＥＤやＥＥＦＬ等を用いるこ
とも可能である。
【００２２】
　〔第１の実施の形態〕



(7) JP 2009-92788 A 2009.4.30

10

20

30

40

50

　次に、本発明に係る液晶表示装置の第１の実施の形態について説明する。
【００２３】
　上述した構成の液晶表示装置１では、バックライトユニット１１のＣＣＦＬ１１ａが熱
源となる。特に、ＣＣＦＬ１１ａの電極の部分は、他部に比べて高温になる。しかも、発
光効率を上げるために管電流を増加させると、発熱量も大きくなる傾向にある。このよう
な熱源で発生する熱については、液晶パネル１３に伝わると当該液晶パネル１３のパネル
面内での熱勾配の発生に繋がるため、当該液晶パネル１３への伝播を抑制すべきである。
【００２４】
　このことから、第１の実施の形態で説明する液晶表示装置１は、バックライトユニット
１１の光源であるＣＣＦＬ１１ａから液晶パネル１３への熱伝導を絶つ断熱手段を備えて
いる。
【００２５】
　断熱手段としては、断熱材料または熱伝導率の非常に小さい材料により形成されたもの
を用いることが考えられる。
　具体的には、ＣＣＦＬ１１ａの電極を保持するランプソケット１１ｂについて、ポリア
ミド系樹脂材料で形成されることが一般的であるのに対して、当該ポリアミド系樹脂材料
より熱伝導率の小さいシリコン樹脂材料で形成することが考えられる。
　また、ランプソケット１１ｂとバックシャーシ１２との間、バックシャーシ１２とミド
ルシャーシ１５との間、またはミドルシャーシ１５と液晶パネル１３との間の少なくとも
１箇所に、断熱効果のあるセラミック材料による板状部材を介在させるようにすることも
考えられる。
　さらには、バックシャーシ１２を箱状に形成する場合であれば、その一部分（例えば、
ＣＣＦＬ１１ａの取り付け面から立ち上がるサイドフレームの部分）のみについて、金属
材料ではなく、断熱材料または熱伝導率の非常に小さい材料により形成することも考えら
れる。
【００２６】
　ところで、液晶パネル１３のパネル面内での熱勾配は、特に当該パネル面内の中央部と
四隅部分との間で発生すると、大きな問題となる。すなわち、パネル面内の中央部と周辺
部との温度差が大きくなると、その温度差によって液晶パネル１３に熱応力が発生して、
当該液晶パネル１３において光抜け（光漏れ）現象が発生してしまう。したがって、液晶
パネル１３での光抜け現象の発生を抑制するためには、ＣＣＦＬ１１ａからの熱が当該液
晶パネル１３のパネル面の四隅部分に伝わらないようにすることが有効であると考えられ
る。
【００２７】
　このことから、第１の実施の形態で説明する液晶表示装置１では、断熱手段として、上
述した各具体例とは別に、または上述した各具体例と併せて、液晶パネル１３の隅部分と
接しないようにミドルシャーシ１５またはトップシャーシ１４の少なくとも一方に設けら
れた非接触部を備えている。
【００２８】
　図４は、本発明の第１の実施の形態における液晶表示装置の要部構成例を示す説明図で
ある。
　図４（a）は、ミドルシャーシ１５に設けられた非接触部１６ａを示している。すなわ
ち、図例のミドルシャーシ１５には、液晶パネル１３の隅部分と接しないようにすべく、
当該隅部分に対応する箇所（当該隅部分が載置される箇所）に、非接触部１６ａを構成す
る切り欠き部分が形成されている。
　図４（ｂ）は、トップシャーシ１４に設けられた非接触部１６ｂを示している。すなわ
ち、図例のトップシャーシ１４には、液晶パネル１３の隅部分と接しないようにすべく、
当該隅部分に対応する箇所（当該隅部分を挟持する箇所）に、非接触部１６ｂを構成する
膨出部分が形成されている。
【００２９】
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　非接触部１６ａ，１６ｂの大きさ（図中寸法Ａ参照）は、以下に述べるようにすること
が考えられる。
　図５は、液晶パネルのパネル面内での熱勾配と光抜け現象の発生との関係の一具体例を
示す説明図である。なお、図中の距離は、液晶パネル１３の対角方向で測定している。
　図例によれば、パネル面内での温度差が急峻であるほど、光抜け現象が発生し易いこと
がわかる。さらに具体的には、温度差が５０ｍｍで５℃以上となると、光抜け現象が顕著
に発生することがわかる。したがって、光抜け現象を発生させないためには、パネル面の
エッジ部分との温度差が５０ｍｍ以内で５℃以上にならないようにすればよい。
　このことから、非接触部１６ａ，１６ｂについては、パネル面の対角方向で少なくとも
エッジから２０ｍｍの部分に熱を伝えないようにするために、パネル面の各辺あたり（縦
横方向のそれぞれで）１４ｍｍ以上の大きさを確保することが考えられる。なお、非接触
部１６ａ，１６ｂが大きすぎると、液晶パネル１３の支持または挟持の不安定化が懸念さ
れるため、パネル面の辺長（例えば短辺長さ）の１／４程度（例えば３２型のパネルサイ
ズであれば１０２ｍｍ程度）を上限とすればよい。
【００３０】
　このような非接触部１６ａ，１６ｂに代表される断熱手段を備えていれば、例えばバッ
クライトユニット１１におけるＣＣＦＬ１１ａからの発熱量が大きくなる傾向にあっても
、当該ＣＣＦＬ１１ａから液晶パネル１３への熱伝導が断熱手段によって絶たれるので、
液晶パネル１３のパネル面の中央部と周辺部（特に四隅部分）との間で温度差が生じてし
まうことがない。つまり、バックライトユニット１１と液晶パネル１３との間の断熱を介
して、液晶パネル１３のパネル面内での熱勾配を是正し得るようになる。
【００３１】
　〔第２の実施の形態〕
　次に、本発明に係る液晶表示装置の第２の実施の形態について説明する。
　第２の実施の形態で説明する液晶表示装置１では、バックライトユニット１１の電極位
置近傍に、冷却風を通過させる冷却風路が形成されている。
【００３２】
　図６は、冷却風路の第一例の概要を示す説明図である。
　図例では、バックシャーシ１２の背面側に形成された凹形状部１７ａが冷却風路の一部
を構成する場合を示している。すなわち、バックシャーシ１２の背面側には、その両端縁
近傍に、ＣＣＦＬ１１ａの電極を保持するランプソケット１１ｂの並設方向に沿って延び
るように、凹形状部１７ａが形成されている。そして、その凹形状部１７ａによって、液
晶表示装置１の筐体を構成する後パネル３との間に、冷却風路となる空間が確保されるよ
うになっている。つまり、凹形状部１７ａが冷却風路の一部を構成するのである。
　このように構成された冷却風路内に冷却風を通過させると、凹形状部１７ａの壁面を介
した熱交換を通じて、ランプソケット１１ｂが冷却されることになる。したがって、例え
ばバックライトユニット１１におけるＣＣＦＬ１１ａからの発熱量が大きくなる傾向にあ
っても、特に高温になるランプソケット１１ｂが有効に冷却され、その熱が液晶パネル１
３へ伝わるのを抑制することができるので、当該液晶パネル１３のパネル面の中央部と周
辺部との間で温度差が生じてしまうことがない。
【００３３】
　図７は、冷却風路の第二例の概要を示す説明図である。
　図例の場合においても、上述した第一例の場合と同様に、バックシャーシ１２の背面側
に凹形状部１７ｂが形成されており、その凹形状部１７ｂが冷却風路の一部を構成するよ
うになっている。
　ただし、ここで説明する第二例では、凹形状部１７ｂの凹内、すなわち冷却風路内に、
ランプソケット１１ｂが配設されている。したがって、このように構成された冷却風路内
に冷却風を通過させると、特に高温になるランプソケット１１ｂが直接冷却されることに
なるので、例えばバックライトユニット１１におけるＣＣＦＬ１１ａからの発熱量が大き
くなる傾向にあっても、その熱が液晶パネル１３へ伝わるのを有効に抑制することができ
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る。
【００３４】
　図８は、冷却風路の第三例の概要を示す説明図である。
　既に説明したように（例えば図３参照）、ＣＣＦＬ１１ａの電極を保持するランプソケ
ット１１ｂは、バックシャーシ１２上に配設されているとともに、その配置部分がサイド
リフレクタ１１ｄによって覆われている。つまり、ランプソケット１１ｂは、バックシャ
ーシ１２とサイドリフレクタ１１ｄとによって形成される空間内に配置されている。
　そこで、ここで説明する第三例では、バックシャーシ１２とサイドリフレクタ１１ｄと
のそれぞれに、冷却風導入口または冷却風排出口として機能する開口部１８ａ，１８ｂが
形成されている。そして、これら開口部１８ａ，１８ｂ（すなわち、対となる冷却風導入
口および冷却風排出口）と、バックシャーシ１２とサイドリフレクタ１１ｄが形成する空
間とによって、冷却風路を構成するのである。
　このように構成された冷却風路内に冷却風を通過させると、特に高温になるランプソケ
ット１１ｂが直接冷却されることになる。したがって、例えばバックライトユニット１１
におけるＣＣＦＬ１１ａからの発熱量が大きくなる傾向にあっても、その熱が液晶パネル
１３へ伝わるのを有効に抑制することができる。
【００３５】
　図９は、冷却風路の第四例の概要を示す説明図である。
　図例では、バックシャーシ１２の冷却風路に面する部分がフィン状に形成されている場
合を示している。すなわち、冷却風路を構成するバックシャーシ１２の壁面には、フィン
１９が形成されている。フィン１９は、当該フィン１９が無い場合に比べて冷却風路の壁
面の表面積を増大させるものであれば、その形状や形成位置等が特に限定されるものでは
ない。また、フィン１９を形成する場合の冷却風路についても特に限定されるものではな
く、上述した第一例～第三例のいずれであっても適用可能である。
　このようなフィン１９を形成した場合には、当該フィン１９が無い場合に比べて冷却風
路の壁面の表面積が増大するので、当該フィン１９がヒートシンクとして機能し当該冷却
風路内に冷却風を通過させたときの熱交換が促進されることになり、ＣＣＦＬ１１ａから
液晶パネル１３への伝熱を抑制する上で非常に好適なものとなる。
【００３６】
　なお、上述した第一例～第四例のいずれの場合においても、冷却風路内に冷却風の流れ
を生じさせるために、液晶表示装置１の筐体内のいずれかの箇所にファン（ただし不図示
）が設けられていることが望ましい。すなわち、送風ファンまたは吸気ファンの動作を利
用して、冷却風路内に冷却風を通過させるようにする。このようにすれば、冷却風路内に
強制的な冷却風の流れを生じさせることができ、当該冷却風による冷却効果を確実なもの
とすることができるからである。
【００３７】
　以上のように、第２の実施の形態で説明する液晶表示装置１では、上述した第一例～第
四例のいずれの場合も、バックライトユニット１１の電極位置近傍を冷却風が通過するこ
とによって、その電極位置近傍、すなわち発熱の影響が大きいと考えられる箇所が冷却さ
れる。これにより、バックライトユニット１１からの熱が液晶パネル１３に伝わってしま
うのを抑制することができ、当該液晶パネル１３のパネル面の中央部と周辺部（特に四隅
部分）との間で温度差が生じてしまうのを回避して、当該液晶パネル１３のパネル面内で
の熱勾配を是正し得るようになるのである。
【００３８】
　〔第３の実施の形態〕
　次に、本発明に係る液晶表示装置の第３の実施の形態について説明する。
　第３の実施の形態で説明する液晶表示装置１では、液晶パネル１３におけるパネル面中
央に対応するように、発熱源が配置されている。ここで、「パネル面中央に対応する」と
は、例えば発熱源がパネル面中央付近に集約して配置されている場合の如く、当該発熱源
からの熱が主にパネル面中央付近に直接伝わるように当該発熱源が配置されている状態の
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ことをいう。
【００３９】
　発熱源としては、その一例として、電気回路基板２０が挙げられる。ここでいう電気回
路基板２０には、液晶パネル１３を駆動するための駆動回路基板や当該液晶パネル１３に
与える画像信号を処理する信号処理回路基板等を含む。すなわち、電気回路基板２０は、
液晶モジュール１０での画像表示に必要となる電気回路部品を搭載したものをいい、単一
の基板からなるものであっても、あるいは複数の基板の組み合わせからなるものであって
もよい。
　発熱源となる電気回路基板２０については、液晶パネル１３のパネル面中央付近に集約
して配置されているものとする。具体的には、電気回路基板２０は液晶パネル１３の背面
側に当該液晶パネル１３と液晶表示装置１の前後方向からみて重なり合うように配される
が、その場合に電気回路基板２０が液晶パネル１３の全域で重なり合うように分散して配
置されるのではなく、液晶パネル１３のパネル面中央付近のみにて重なり合うように集約
して配置されるようにする。
【００４０】
　また、発熱源の他の例としては、バックライトユニット１１が挙げられる。すなわち、
バックライトユニット１１におけるＣＣＦＬ１１ａが発熱源となる。この発熱源となるＣ
ＣＦＬ１１ａについても、液晶パネル１３のパネル面中央付近に集約して配置されている
ものとする。
　ＣＣＦＬ１１ａをパネル面中央付近に集約させる態様としては、当該パネル面中央付近
の配置密度を他部に比べて密にすることが考えられる。具体的には、例えば、複数本が並
設されるＣＣＦＬ１１ａであれば、パネル面中央付近における配置ピッチを他部に比べて
小さくすればよい。
　また、ＣＣＦＬ１１ａをパネル面中央付近に集約させる他の態様として、複数本のＣＣ
ＦＬ１１ａを並べた平面領域の大きさが液晶パネル１３のパネル面の大きさより小さくな
るようにし、かつ、当該平面領域が液晶パネル１３のパネル面中央付近のみにて重なり合
うように構成することも考えられる。この場合には、液晶パネル１３のパネル面中央付近
以外（パネル面外周付近）にもＣＣＦＬ１１ａからの光を到達するように、ＣＣＦＬ１１
ａと液晶パネル１３との間に導光板等が配されているものとする。
【００４１】
　このように、液晶パネル１３におけるパネル面中央に対応するように発熱源が配置され
ていると、当該発熱源からの熱は、液晶パネルの外周部分に比べて当該液晶パネルのパネ
ル面中央を積極的に暖めることになる。
　その一方で、液晶表示装置１では、液晶パネル１３が光を透過させて画像表示を行うこ
とから、その外周部分がバックシャーシ１２やミドルシャーシ１５等によって支持される
。そのため、発熱源からの熱は、バックシャーシ１２やミドルシャーシ１５等を通じて、
液晶パネル１３の外周部分、すなわちパネル面中央付近ではなく周辺部（特に四隅部分）
に伝わることになる。
　したがって、発熱源がパネル面中央に対応して配置されていれば、当該発熱源からの熱
が液晶パネル１３の外周部分のみならず、当該液晶パネル１３のパネル面中央付近にも直
接伝わることになり、これにより当該液晶パネル１３のパネル面内での熱勾配が是正され
ることになる。
【００４２】
　なお、液晶表示装置１では、発熱源として電気回路基板２０とＣＣＦＬ１１ａとの両方
を搭載しているが、パネル面中央付近への集約配置は、これらの両方について行ってもよ
いし、いずれか一方のみについて行ってもよい。
【００４３】
　ところで、液晶パネル１３におけるパネル面中央に積極的に熱を伝えるためには、ＣＣ
ＦＬ１１ａから放出される赤外線を利用することも考えられる。すなわち、ＣＣＦＬ１１
ａの集約配置と併せて、または当該集約配置とは別に、当該ＣＣＦＬ１１ａによるパネル
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面中央での赤外線放出量が多くなるようにし、結果的に液晶パネル１３のパネル面中央付
近を暖めるようにするのである。
　パネル面中央での赤外線放出量を多くするためには、ＣＣＦＬ１１ａの管内に封入され
る希ガスに、例えばアルゴン（Ａｒ）ガスを用いればよい。
　ＣＣＦＬ１１ａからの赤外線放出量が増加すると、その赤外線による加熱量も増大する
。しかも、複数本のＣＣＦＬ１１ａから赤外線が放射拡散されることから、特に赤外線照
射領域全体の中央付近にて加熱量増大が顕著となる。
　したがって、発熱源の一例であるＣＣＦＬ１１ａが、電極部分からの伝熱のみならず、
赤外線の放出によっても周囲への伝熱を行えば、当該ＣＣＦＬ１１ａは「パネル面中央に
対応する発熱源」であるといえ、これにより液晶パネル１３のパネル面中央付近を暖めて
、当該液晶パネル１３のパネル面内での熱勾配を是正されることになる。
【００４４】
　また、液晶パネル１３のパネル面内での熱勾配を是正するためには、当該液晶パネル１
３が有する偏光板、または、当該液晶パネル１３とは別に設けられた偏光板（ただし不図
示）のいずれか一方を用いることも考えられる。
　偏光板は、方向性を持つ結晶であり、一定方向に振動する光だけを透過させる性質があ
る。したがって、偏光板での非透過光は、その光エネルギーが熱エネルギーに変換される
ことになる。すなわち、ＣＣＦＬ１１ａから液晶パネル１３への照射光のうち、偏光板で
遮蔽された光成分は、熱へと変換されることになる。
　このことから、ＣＣＦＬ１１ａからの照射光経路に配された偏光板を利用しつつ、その
偏光板の熱伝導率を上げることにより、変換された熱を効率よく液晶パネル１３のパネル
面内へ拡散させ、当該液晶パネル１３のパネル全体を暖めて、当該液晶パネル１３のパネ
ル面内での熱勾配を是正することが可能となる。つまり、このような偏光板を介在させた
構成は、「液晶パネル１３におけるパネル面中央に対応するようにＣＣＦＬ１１ａが配置
されている」といえる。なお、偏光板の熱伝導率を上げるためには、当該偏光板を例えば
ＩＴＯ膜（インジウム錫酸化膜）によって構成することが考えられる。
【００４５】
　以上に説明した第１～第３の実施の形態では、本発明の好適な実施具体例を説明したが
、本発明はその内容に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で適宜変更す
ることが可能である。
　例えば、第１～第３の実施の形態で説明した液晶表示装置１は、テレビジョン装置とし
て用いることが考えられるが、その他にも、デスクトップ型のパーソナルコンピュータの
モニタ装置、ノート型パーソナルコンピュータ、液晶表示装置を有するビデオカメラやデ
ジタルスチルカメラなどの撮像装置、ＰＤＡ、携帯電話機に用いることができることは無
論のこと、液晶表示装置を有する種々の電子機器に広く用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】液晶表示装置の概略構成例を示す分解斜視図である。
【図２】液晶表示装置の筐体内に組み込まれる液晶モジュールの構成例を示す分解斜視図
（その１）である。
【図３】液晶表示装置の筐体内に組み込まれる液晶モジュールの構成例を示す分解斜視図
（その２）である。
【図４】本発明の第１の実施の形態における液晶表示装置の要部構成例を示す説明図であ
る。
【図５】液晶パネルのパネル面内での熱勾配と光抜け現象の発生との関係の一具体例を示
す説明図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態における液晶表示装置の要部構成例を示す図であり、
冷却風路の第一例の概要を示す説明図である。
【図７】本発明の第２の実施の形態における液晶表示装置の要部構成例を示す図であり、
冷却風路の第二例の概要を示す説明図である。
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【図８】本発明の第２の実施の形態における液晶表示装置の要部構成例を示す図であり、
冷却風路の第三例の概要を示す説明図である。
【図９】本発明の第２の実施の形態における液晶表示装置の要部構成例を示す図であり、
冷却風路の第四例の概要を示す説明図である。
【符号の説明】
【００４７】
　１…液晶表示装置、１０…液晶モジュール、１１…バックライトユニット、１１ａ…Ｃ
ＣＦＬ、１２…バックシャーシ、１３…液晶パネル、１４…トップシャーシ、１５…ミド
ルシャーシ、１６ａ，１６ｂ…非接触部、１７ａ，１７ｂ…凹形状部、１８ａ，１８ｂ…
開口部、１９…フィン、２０…電気回路基板

【図１】 【図２】
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